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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モード１においてデバイス間（Ｄ２Ｄ）通信を行うことが一時的にできないことを検出
し、前記Ｄ２Ｄ通信のために通知されたリソースプールから送信リソースプールを決定し
、前記モード１は、基地局（ｅノードＢ）のスケジューリングに基づいてＤ２Ｄ通信がネ
ットワークカバレージ内で行われる送信モードである、制御回路と、
　前記モード１でＤ２Ｄ通信を行うことが一時的にできないことを前記制御回路が検出し
た場合は、前記送信リソースプールを用いてＤ２Ｄ信号の送信を続ける送信部と、を具備
し、
　前記リソースプールは個別Radio Resource Control（ＲＲＣ）シグナリング、前記基地
局により送信されたシステム情報ブロック（ＳＩＢ）、または事前設定情報により通知さ
れ、
　前記リソースプールを指示するシグナリングの優先度は、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ
である第１のステータスとＲＲＣ＿ＩＤＬＥである第２のステータスにおいて異なる、
　通信装置。
【請求項２】
　前記モード１においてＤ２Ｄ通信を行うことが一時的にできないことを前記制御回路が
検出した場合は、前記制御回路は、前記Ｄ２Ｄ通信のためのモードを前記モード１からモ
ード２に切り替え、前記モード２は、前記通信装置自身のスケジューリングに基づいて前
記Ｄ２Ｄ通信が実施される通信モードである、
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　請求項１に記載の通信装置。
【請求項３】
　前記モード１においてＤ２Ｄ通信を行うことが一時的にできないことを前記制御回路が
検出した場合は、前記制御回路は前記Ｄ２Ｄ信号の送信のために前記送信リソースプール
を決定する、
　請求項１又は２に記載の通信装置。
【請求項４】
　前記リソースプールにおいて、前記第１のステータスでは前記個別ＲＲＣシグナリング
、前記第２のステータスでは前記ＳＩＢが優先される、
　請求項１に記載の通信装置。
【請求項５】
　前記送信部は、前記送信リソースプール中のリソースに配置された前記Ｄ２Ｄ信号を送
信する、
　請求項１から４のいずれか一項に記載の通信装置。
【請求項６】
　前記送信リソースプールは複数のサブフレームを含み、前記Ｄ２Ｄ信号は、前記複数の
サブフレームのうちの一つに配置される、
　請求項１から５のいずれか一項に記載の通信装置。
【請求項７】
　前記リソースプールは前記モード１の前記Ｄ２Ｄ通信において通知され、前記モード２
における前記Ｄ２Ｄ通信のために設定された２つ以上のリソースプールを含む、
　請求項２に記載の通信装置。
【請求項８】
　前記個別ＲＲＣシグナリング、前記ＳＩＢ、及び前記事前設定情報のうちの少なくとも
一つを受信する受信部、
　をさらに具備する請求項１から７のいずれか一項に記載の通信装置。
【請求項９】
　モード１においてデバイス間（Ｄ２Ｄ）通信を行うことが一時的にできないことを検出
し、前記Ｄ２Ｄ通信のために通知されたリソースプールから送信リソースプールを決定し
、前記モード１は、基地局（ｅノードＢ）のスケジューリングに基づいてＤ２Ｄ通信がネ
ットワークカバレージ内で行われる送信モードであり、
　前記モード１でのＤ２Ｄ通信を行うことが一時的にできないことが検出された場合は、
前記送信リソースプールを用いてＤ２Ｄ信号の送信を続け、
　前記リソースプールは、個別Radio Resource Control（ＲＲＣ）シグナリング、前記基
地局により送信されたシステム情報ブロック（ＳＩＢ）、または事前設定情報により示さ
れ、
　前記リソースプールを指示するシグナリングの優先度は、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ
である第１のステータスとＲＲＣ＿ＩＤＬＥである第２のステータスにおいて異なる、
　通信方法。
【請求項１０】
　前記モード１においてＤ２Ｄ通信を行うことが一時的にできないことが検出された場合
は、前記Ｄ２Ｄ通信のためのモードを前記モード１からモード２に切り替え、前記モード
２は、前記通信装置自身のスケジューリングに基づいて前記Ｄ２Ｄ通信が実施される通信
モードである、
　請求項９に記載の通信方法。
【請求項１１】
　前記モード１においてＤ２Ｄ通信を行うことが一時的にできないことが検出された場合
は、前記Ｄ２Ｄ信号の送信のために前記送信リソースプールを決定する、
　請求項９又は１０に記載の通信方法。
【請求項１２】
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　前記リソースプールにおいて、前記第１のステータスでは前記個別ＲＲＣシグナリング
、前記第２のステータスでは前記ＳＩＢが優先される、
　請求項１１に記載の通信方法。
【請求項１３】
　前記Ｄ２Ｄ信号は、前記送信リソースプール中のリソースに配置されて送信される、
　請求項９から１２のいずれか一項に記載の通信方法。
【請求項１４】
　前記送信リソースプールは複数のサブフレームを含み、前記Ｄ２Ｄ信号は、前記複数の
サブフレームのうちの一つに配置される、
　請求項９から１３のいずれか一項に記載の通信方法。
【請求項１５】
　前記リソースプールは前記モード１の前記Ｄ２Ｄ通信において通知され、前記モード２
における前記Ｄ２Ｄ通信のために設定された２つ以上のリソースプールを含む、
　請求項１０に記載の通信方法。
【請求項１６】
　前記個別ＲＲＣシグナリング、前記ＳＩＢ、及び前記事前設定情報のうちの少なくとも
一つを受信する、
　請求項９から１５のいずれか一項に記載の通信方法。
【請求項１７】
　モード１においてデバイス間（Ｄ２Ｄ）通信を行うことが一時的にできないことを検出
し、前記Ｄ２Ｄ通信のために通知されたリソースプールから送信リソースプールを決定し
、前記モード１は、基地局（ｅノードＢ）のスケジューリングに基づいてＤ２Ｄ通信がネ
ットワークカバレージ内で行われる送信モードである、処理と、
　前記モード１でのＤ２Ｄ通信を行うことが一時的にできないことが検出された場合は、
前記送信リソースプールを用いてＤ２Ｄ信号の送信を継続する処理と、を制御し、
　前記リソースプールは、個別Radio Resource Control（ＲＲＣ）シグナリング、前記基
地局により送信されたシステム情報ブロック（ＳＩＢ）、または事前設定情報により示さ
れ、
　前記リソースプールを指示するシグナリングの優先度は、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ
である第１のステータスとＲＲＣ＿ＩＤＬＥである第２のステータスにおいて異なる、
　集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、ワイヤレス通信の分野に関し、詳細には、デバイス間（Ｄ２Ｄ）ワイヤレス
通信方法およびそのためのユーザ機器（ＵＥ）に関する。
【背景技術】
【０００２】
　デバイス間（Ｄ２Ｄ）ワイヤレス通信は、３ＧＰＰ（3rdGeneration Partnership Proj
ect）　ＬＴＥ（Long Term Evolution）リリース１２における新しいトピックである。Ｄ
２Ｄ通信は、（例えば商用の場合のために）ワイヤレスネットワークカバレージを伴って
または（例えば、公共安全のために）ネットワークカバレージを伴わずに起こり得る。図
１に、ワイヤレスネットワークカバレージを伴うおよび伴わない例示的なＤ２Ｄ通信を示
す。図１の左側において、ＵＥ１０１およびＵＥ１０２はｅＮＢ（ｅノードＢ）１０３の
ワイヤレスネットワークカバレージ内にあるが、それらは互いに直接（すなわち、ｅＮＢ
１０３を通さずに）通信している。図１の右側において、ＵＥ１０４およびＵＥ１０５は
どのようなワイヤレスネットワークカバレージ内にもなく、それらは互いに直接通信して
いる。
【０００３】
　Ｄ２Ｄ通信機能を有するＵＥ（Ｄ２Ｄ　ＵＥ）がワイヤレスネットワークカバレージを
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伴うとき、すなわち、ＬＴＥワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）内にあるとき、Ｄ２Ｄ
　ＵＥは、同時にＬＴＥ　ＷＡＮとＤ２Ｄを用いて動作することができる。これは、いく
つかの無線リソース／サブフレーム内では、Ｄ２Ｄ　ＵＥはＬＴＥ　ＷＡＮ信号を送信／
受信するが、他の無線リソース／サブフレーム内では、Ｄ２Ｄ　ＵＥはＤ２Ｄ信号を送信
／受信することを意味する。現在、リソース割当ての観点から、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、Ｄ２Ｄ
通信のために以下の２つのモード（ＬＴＥ　Ｒｅｌ．１２を参照）の一方で動作すること
ができる。
　モード１：ｅノードＢまたはＬＴＥ　ｒｅｌ－１０リレーノードは、直接データおよび
直接制御情報を送信するためにＵＥによって使用される正確なリソースをスケジュールす
る。
　モード２：ＵＥは、直接データおよび直接制御情報を送信するためにリソースプールか
らリソースを単独で選択する。
【０００４】
　モード１では、Ｄ２Ｄ送信のリソースはｅＮＢによって割り当てられるかまたは完全に
制御されるが、モード２では、ＵＥ自体がＤ２Ｄ送信のためのリソースを選択する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示の第１の態様によると、ユーザ機器（ＵＥ）によって実行されるデバイス間（Ｄ
２Ｄ）ワイヤレス通信方法であって、モード１動作からモード２動作に切り替わるとき、
モード２動作のために割り当てられた送信リソースプールからのリソースを使用すること
によってＤ２Ｄ送信を続ける、Ｄ２Ｄワイヤレス通信方法が提供される。
【０００６】
　本開示の第２の態様によると、ユーザ機器（ＵＥ）によって実行されるデバイス間（Ｄ
２Ｄ）ワイヤレス通信方法であって、モード２動作のために割り当てられた送信リソース
プールからのリソースを使用することによってＤ２Ｄ送信を実行し、前記送信リソースプ
ールは、ｅノードＢ（ｅＮＢ）によって送信される個別無線リソース制御（ＲＲＣ）シグ
ナリング、ｅＮＢによって送信されるシステム情報ブロック（ＳＩＢ）、他のＵＥによっ
て送信される物理デバイス間共有チャネル（ＰＤ２ＤＳＣＨ）、および／または事前設定
によって通知され、前記個別ＲＲＣシグナリング、前記ＳＩＢ、前記ＰＤ２ＤＳＣＨおよ
び前記事前設定は、前記送信リソースプールを決定するときに優先度において降順である
、Ｄ２Ｄワイヤレス通信方法が提供される。
【０００７】
　本開示の第３の態様によると、ユーザ機器（ＵＥ）によって実行されるデバイス間（Ｄ
２Ｄ）ワイヤレス通信方法であって、通知または事前設定されたＤ２Ｄ受信リソースプー
ルのセットにおいてＤ２Ｄ信号を受信し、前記通知されたＤ２Ｄ受信リソースプールは、
ｅノードＢ（ｅＮＢ）によって送信される個別無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング
によって通知された受信リソースプール、ｅＮＢによって送信されるシステム情報ブロッ
ク（ＳＩＢ）によって通知された受信リソースプール、および／または他のＵＥによって
送信される物理デバイス間共有チャネル（ＰＤ２ＤＳＣＨ）によって通知された受信リソ
ースプールである、Ｄ２Ｄワイヤレス通信方法が提供される。
【０００８】
　本開示の第４の態様によると、　デバイス間（Ｄ２Ｄ）ワイヤレス通信のためのユーザ
機器（ＵＥ）であって、モード１動作からモード２動作に切り替わるとき、モード２動作
のために割り当てられたリソースプールからのリソースを使用することによってＤ２Ｄ送
信を続けるように構成された動作切替え部を備える、ＵＥが提供される。
【０００９】
　本開示の第５の態様によると、デバイス間（Ｄ２Ｄ）ワイヤレス通信のためのユーザ機
器（ＵＥ）であって、モード２動作のために割り当てられたリソースプールからのリソー
スを使用することによってＤ２Ｄ送信を実行するように構成された通信部を備え、前記送
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信リソースプールは、ｅノードＢ（ｅＮＢ）によって送信される個別無線リソース制御（
ＲＲＣ）シグナリング、ｅＮＢによって送信されるシステム情報ブロック（ＳＩＢ）、他
のＵＥによって送信される物理デバイス間共有チャネル（ＰＤ２ＤＳＣＨ）、および／ま
たは事前設定によって通知され、前記個別ＲＲＣシグナリング、前記ＳＩＢ、前記ＰＤ２
ＤＳＣＨおよび前記事前設定は、前記送信リソースプールを決定するときに優先度におい
て降順である、ＵＥが提供される。
【００１０】
　本開示の第６の態様によると、デバイス間（Ｄ２Ｄ）ワイヤレス通信のためのユーザ機
器（ＵＥ）であって、通知または事前設定されたＤ２Ｄ受信リソースプールのセットにお
いてＤ２Ｄ信号を受信するように構成された通信部を備え、前記通知されたＤ２Ｄ受信リ
ソースプールは、ｅノードＢ（ｅＮＢ）によって送信される個別無線リソース制御（ＲＲ
Ｃ）シグナリングによって通知された受信リソースプール、ｅＮＢによって送信されるシ
ステム情報ブロック（ＳＩＢ）によって通知された受信リソースプール、および／または
他のＵＥによって送信される物理デバイス間共有チャネル（ＰＤ２ＤＳＣＨ）によって通
知された受信リソースプールである、ＵＥが提供される。
【００１１】
　上記は概要であり、したがって、当然、単純化、一般化、および詳細の省略を含む。本
明細書に記載の装置および／またはプロセスおよび／または他の主題の、他の態様、特徴
、および利点は、本明細書に記載の教示において明らかとされよう。概要は、簡略化され
た形態で概念の選択を紹介するために提供されており、以下の発明を実施するための形態
でさらに説明される。この概要は、特許請求される主題の主要な特徴または本質的な特徴
を特定することを意図するものではなく、特許請求される主題の範囲を決定する補助とし
て使用されることを意図するものでもない。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
　本開示の上記および他の特徴は、添付の図面と併せて以下の説明および添付の特許請求
の範囲からより完全に明らかとされる。これらの図面は、本開示によるいくつかの実施形
態のみを示し、したがってその範囲が限定されるものと解釈されるべきではないことを理
解して、本開示は、添付の図面の使用によりさらに具体的かつ詳細に説明する。
【図１】ワイヤレスネットワークカバレージを伴うおよび伴わない例示的なＤ２Ｄ通信を
示す図である。
【図２】本開示の第１の実施形態によるＤ２Ｄワイヤレス通信方法２００のフローチャー
トである。
【図３】別のＵＥからＰＤ２ＤＳＣＨを受信するためにモード１動作からモード２動作に
切り替わるＵＥの概略図である。
【図４】モード１動作からモード２動作に切り替わるＵＥがＰＤ２ＤＳＣＨとＳＩＢの両
方からリソースプール通知を受信する概略図である。
【図５】本開示の第１の実施形態によるＵＥ５００を示すブロック図である。
【図６】本開示の第２の実施形態によるＤ２Ｄワイヤレス通信方法６００のフローチャー
トである。
【図７】本開示の第２の実施形態によるＵＥ７００を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下の詳細な説明では、それの一部を形成する添付の図面への参照を行う。図面におい
て、同様のシンボルは、文脈が別段に規定しない限り、一般に同様の構成要素を特定する
。本開示の態様は多種多様な異なる構成で配置、使用、合成、設計でき、それらのすべて
は明示的に企図され、本開示の一部分をなすことが容易に理解されよう。
【００１４】
　（第１の実施形態）
　上記で説明したように、ＵＥはモード１またはモード２でＤ２Ｄ通信を実行することが
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できる。場合によっては、ＵＥは、モード１動作からモード２動作に切り替わる必要があ
り得る。例えば、モード１で動作しているＵＥは、ＵＥが一時的にモード１で動作するこ
とができないいくつかの例外的な場合、連続的Ｄ２Ｄ動作を保つためにモード２送信を行
う必要があり得る。言い換えれば、モード１動作からモード２動作への切替えは、ＵＥが
一時的にモード１で動作することができない例外的な場合によってトリガされ得る。その
ような例外的なモード２送信をトリガする候補条件は、例えば以下の通りである。
　ＰｒｏＳｅ－ＢＳＲを送った後のある期間内にＰｒｏＳｅ通信の許可が受信されない、
または
　ＰｒｏＳｅ通信についてのリソース要求の開始後のある期間内にＰｒｏＳｅ－ＢＳＲの
許可が受信されない
【００１５】
　ＵＥがモード１動作からモード２動作に切り替わるとき、ＵＥがどのようなリソースを
使用し得るか、およびＵＥがどのようにモード２動作のリソースを決定するかが、特に例
外的な場合では、重要な問題になる。本開示の第１の実施形態では、ＵＥは、モード１動
作からモード２動作に切り替わるとき、モード２動作のために割り当てられた送信リソー
スプールからのリソースを使用することによってＤ２Ｄ送信を続ける。本実施形態では、
ｅＮＢは、切替えのために特殊なモード２リソースを割り当てず、例えば、例外的なモー
ド２リソースを割り当てず、むしろ、ＵＥは、通常のモード２送信リソースプールからの
リソース、すなわち、モード２動作のために割り当てられた送信リソースプールを使用す
る。
【００１６】
　特に、第１の実施形態は、図２に示されているようにＵＥによって実行されるＤ２Ｄワ
イヤレス通信方法２００を提供する。図２は、本開示の第１の実施形態によるＤ２Ｄワイ
ヤレス通信方法２００のフローチャートを示す。方法２００は、モード１動作からモード
２動作に切り替わるとき、モード２動作のために割り当てられた送信リソースプールから
のリソースを使用することによってＤ２Ｄ送信を続けるステップ２０１を含む。
【００１７】
　第１の実施形態では、ＵＥがモード１からモード２に切り替わるとき、Ｄ２Ｄ通信を続
けるためにモード２動作のために割り当てられた送信リソースプール、すなわち、モード
切替えに固有でない通常のモード２送信リソースプールが使用される。切替えのために特
殊なリソースは割り当てられず、通常のモード２送信リソースプールが再利用されるので
、本開示の実施形態は、ソースを節約し、特殊な切替えリソースを割り当てるためのシグ
ナリングオーバーヘッドを潜在的に節約する。
【００１８】
　第１の実施形態の一例では、送信リソースプールは、１つまたは複数の他のＵＥによっ
て送信される物理デバイス間共有チャネル（ＰＤ２ＤＳＣＨ）で通知され得る。ＰＤ２Ｄ
ＳＣＨは、３ＧＰＰ　ＲＡＮ１において合意されたＤ２Ｄチャネルであり（ＬＴＥ　Ｒｅ
ｌ．１２を参照）、カバレージ内ＵＥがＯＯＣ　ＵＥにいくつかの同期／タイミングおよ
びリソースプール／電力制御パラメータを転送するために使用される。その意図は、ＬＴ
Ｅ　ＷＡＮトラフィックおよびカバレージ内モード１／２送信を保護することである。本
開示では、モード１動作からモード２動作に切り替わるＵＥは、それがワイヤレスネット
ワークカバレージ内にあり得るが、モード２動作のための送信リソースプールについての
知識を得るために、１つまたは複数の他のＵＥから送信されたＰＤ２ＤＳＣＨをも受信す
ることができる。図３に、別のＵＥからＰＤ２ＤＳＣＨを受信するためにモード１動作か
らモード２動作に切り替わるＵＥの概略図を示す。図３において、ＵＥ３０１はモード１
動作からモード２に切り替わるＵＥであり、ＵＥ３０２はＰＤ２ＤＳＣＨを転送するＵＥ
である。ＵＥ３０１はＵＥ３０２のＰＤ２ＤＳＣＨカバレージ内にある。したがって、Ｕ
Ｅ３０１は、ＵＥ３０２から送信されたＰＤ２ＤＳＣＨを受信できることがわかる。特に
、ＰＤ２ＤＳＣＨが複数のＵＥによって送信された場合、ＰＤ２ＤＳＣＨを受信するため
にソフト合成が使用され得る。この例によれば、通常のモード２動作のための送信リソー
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スプールは、追加のシグナリングオーバーヘッド無しでモード１動作からモード２動作に
切り替わるＵＥに通知され得る。
【００１９】
　他の例では、送信リソースプールは、ｅＮＢによって送信される個別ＲＲＣシグナリン
グ、ｅＮＢによって送信されるＳＩＢ、または事前設定によっても通知され得る。特に、
時々、モード１動作からモード２動作に切り替わるＵＥは、２つ以上のリソースプール通
知を取得することが可能である。この場合、一例によれば、個別ＲＲＣシグナリング、Ｓ
ＩＢ、ＰＤ２ＤＳＣＨおよび事前設定は、送信リソースプールを決定するときに優先度に
おいて降順である。言い換えれば、個別ＲＲＣシグナリングの優先度はＳＩＢよりも高く
、ＳＩＢの優先度はＰＤ２ＤＳＣＨよりも高く、ＰＤ２ＤＳＣＨの優先度は事前設定より
も高い。結論として、この例では、送信リソースプールは、ｅＮＢによって送信される個
別ＲＲＣシグナリング、ｅＮＢによって送信されるＳＩＢ、他のＵＥによって送信される
ＰＤ２ＤＳＣＨ、および／または事前設定によって通知されることが可能であり、個別Ｒ
ＲＣシグナリング、ＳＩＢ、ＰＤ２ＤＳＣＨおよび事前設定は、送信リソースプールを決
定するときに優先度において降順である。図４に、モード１動作からモード２動作に切り
替わるＵＥ４０１がＰＤ２ＤＳＣＨとＳＩＢの両方からリソースプール通知を受信する概
略図を示す。この場合、ＵＥ４０１は、ＳＩＢの優先度がＰＤ２ＤＳＣＨよりも高いので
、ＳＩＢで通知されたリソースプールを選択することになる。それに応じて、受信側にお
いて、どのような受信ＵＥも、通知または事前設定されたＤ２Ｄ受信リソースプールのセ
ット（union）においてＤ２Ｄ信号を受信することができる。通知されたＤ２Ｄ受信リソ
ースプールは、ｅＮＢによって送信されるＲＲＣシグナリングによって通知された受信リ
ソースプール、ｅＮＢによって送信されるＳＩＢによって通知された受信リソースプール
、および／または他のＵＥによって送信されるＰＤ２ＤＳＣＨによって通知された受信リ
ソースプールであり得る。ここでは、Ｄ２Ｄ受信リソースプールは、Ｄ２Ｄ信号を受信す
るためのリソースプールを指す。ただ１つの受信リソースプールが通知または事前設定さ
れた場合、それのセットはその１つの受信リソースプール自体であることに留意されたい
。
【００２０】
　第１の実施形態では、Ｄ２Ｄワイヤレス通信のためのＵＥも提供される。図５は、本開
示の第１の実施形態によるＵＥ５００を示すブロック図である。ＵＥ５００は動作切替え
部５０１を備える。動作切替え部５０１は、モード１動作からモード２動作に切り替わる
とき、モード２動作のために割り当てられた送信リソースプールからのリソースを使用す
ることによってＤ２Ｄ送信を続ける。
【００２１】
　本開示によるＵＥ５００は、場合によっては、様々なデータを処理し、ＵＥ５００中の
それぞれの構成部の動作を制御するように関係するプログラムを実行するためのＣＰＵ（
Central Processing Unit）５１０、ＣＰＵ５１０が様々なプロセスおよび制御を実行す
るために必要とされる様々なプログラムを記憶するためのＲＯＭ（Read Only Memory）５
１３、ＣＰＵ５１０によるプロセスおよび制御の手順において一時的に生成された中間デ
ータを記憶するためのＲＡＭ（Random Access Memory）５１５、および／または様々なプ
ログラム、データを記憶するための記憶部５１７などを含み得る。上記の動作切替え部５
０１、ＣＰＵ５１０、ＲＯＭ５１３、ＲＡＭ５１５および／または記憶部５１７などは、
データおよび／またはコマンドバス５２０を介して相互接続され、互いの間で信号を転送
し得る。
【００２２】
　上記で説明したそれぞれの構成部は本開示の範囲を限定するものではない。本開示の一
実装形態によれば、上記の動作切替え部５０１の機能はハードウェアによって実装でき、
上記のＣＰＵ５１０、ＲＯＭ５１３、ＲＡＭ５１５および／または記憶部５１７は不要で
あり得る。代替的に、上記の動作切替え部５０１の機能は、上記のＣＰＵ５１０、ＲＯＭ
５１３、ＲＡＭ５１５および／または記憶部５１７などと組み合わせて機能ソフトウェア
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によっても実装され得る。
【００２３】
　（第２の実施形態）
　本開示の第２の実施形態では、第１の実施形態において述べたモード２リソース選択に
関する優先度ルールは、いかなるモード２動作にも拡張でき、それは、モード１からモー
ド２への切替えに限定されず、特に、第１の実施形態において述べた例外的な場合に限定
されない。
【００２４】
　特に、第２の実施形態は、図６に示されているようにＵＥによって実行されるＤ２Ｄワ
イヤレス通信方法６００を提供する。図６は、本開示の第２の実施形態によるＤ２Ｄワイ
ヤレス通信方法６００のフローチャートを示す。方法６００は、モード２動作のために割
り当てられた送信リソースプールからのリソースを使用することによってＤ２Ｄ送信を実
行するステップ６０１を含む。第２の実施形態では、送信リソースプールは、ｅノードＢ
（ｅＮＢ）によって送信される個別ＲＲＣシグナリング、ｅＮＢによって送信されるシス
テム情報ブロック（ＳＩＢ）、他のＵＥによって送信される物理デバイス間共有チャネル
（ＰＤ２ＤＳＣＨ）、および／または事前設定によって通知され、個別ＲＲＣシグナリン
グ、ＳＩＢ、ＰＤ２ＤＳＣＨおよび事前設定は、送信リソースプールを決定するときに優
先度において降順である。第１の実施形態における関連の説明は第２の実施形態にも適用
でき、ここで繰り返し説明しないことに留意されたい。
【００２５】
　特に、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤステータスを有するモード２ＵＥには、通知された
個別ＲＲＣシグナリング＞通知されたＳＩＢ＞通知されたＰＤ２ＤＳＣＨ＞事前設定、と
いう優先度ルールが適用され得る。ＲＲＣ＿ＩＤＬＥステータスを有するモード２ＵＥに
は、通知されたＳＩＢ＞通知されたＰＤ２ＤＳＣＨ＞事前設定、という優先度ルールが適
用され得る。ＬＴＥ　ＷＡＮセルに近く、ＰＤ２ＤＳＣＨ情報を受信することができるＯ
ＯＣ　ＵＥには、通知されたＰＤ２ＤＳＣＨ＞事前設定、という優先度ルールが適用され
得る。
【００２６】
　第２の実施形態では、Ｄ２Ｄワイヤレス通信のためのＵＥも提供される。図７は、本開
示の第２の実施形態によるＵＥ７００を示すブロック図である。ＵＥ７００は通信部７０
１を備える。通信部７０１は、モード２動作のために割り当てられた送信リソースプール
からのリソースを使用することによってＤ２Ｄ送信を実行するように構成でき、送信リソ
ースプールは、ｅノードＢ（ｅＮＢ）によって送信される個別ＲＲＣシグナリング、ｅＮ
Ｂによって送信されるシステム情報ブロック（ＳＩＢ）、他のＵＥによって送信される物
理デバイス間共有チャネル（ＰＤ２ＤＳＣＨ）、および／または事前設定によって通知さ
れ、個別ＲＲＣシグナリング、ＳＩＢ、ＰＤ２ＤＳＣＨおよび事前設定は、送信リソース
プールを決定するときに優先度において降順である。
【００２７】
　本開示によるＵＥ７００は、場合によっては、様々なデータを処理し、ＵＥ７００中の
それぞれの構成部の動作を制御するように関係するプログラムを実行するためのＣＰＵ（
Central Processing Unit）７１０、ＣＰＵ７１０が様々なプロセスおよび制御を実行す
るために必要とされる様々なプログラムを記憶するためのＲＯＭ（Read Only Memory）７
１３、ＣＰＵ７１０によるプロセスおよび制御の手順において一時的に生成された中間デ
ータを記憶するためのＲＡＭ（Random Access Memory）７１５、および／または様々なプ
ログラム、データを記憶するための記憶部７１７などを含み得る。上記の通信部７０１、
ＣＰＵ７１０、ＲＯＭ７１３、ＲＡＭ７１５および／または記憶部７１７などは、データ
および／またはコマンドバス７２０を介して相互接続され、互いの間で信号を転送し得る
。
【００２８】
　上記で説明したそれぞれのユニットは本開示の範囲を限定するものではない。本開示の
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一実装形態によれば、上記の通信部７０１の機能はハードウェアによって実装でき、上記
のＣＰＵ７１０、ＲＯＭ７１３、ＲＡＭ７１５および／または記憶部７１７は不要であり
得る。代替的に、上記の通信部７０１の機能は、上記のＣＰＵ７１０、ＲＯＭ７１３、Ｒ
ＡＭ７１５および／または記憶部７１７などと組み合わせて機能ソフトウェアによっても
実装され得る。
【００２９】
　それに応じて、受信側において、ユーザ機器（ＵＥ）と対応するＵＥとによって実行さ
れるデバイス間（Ｄ２Ｄ）ワイヤレス通信方法が提供される。通信方法は、通知または事
前設定されたＤ２Ｄ受信リソースプールのセットにおいてＤ２Ｄ信号を受信するステップ
を含む。ＵＥは、通知または事前設定されたＤ２Ｄ受信リソースプールのセットにおいて
Ｄ２Ｄ信号を受信するように構成された通信部を備える。ここで、通知されたＤ２Ｄ受信
リソースプールは、ｅノードＢ（ｅＮＢ）によって送信される個別無線リソース制御（Ｒ
ＲＣ）シグナリングによって通知された受信リソースプール、ｅＮＢによって送信される
システム情報ブロック（ＳＩＢ）によって通知された受信リソースプール、および／また
は他のＵＥによって送信される物理デバイス間共有チャネル（ＰＤ２ＤＳＣＨ）によって
通知された受信リソースプールである。通信方法６００とＵＥ７００とに関する上記の説
明は、文脈が別段に示さない限り、ここでも適用され得ることに留意されたい。
【００３０】
　本発明は、ソフトウェア、ハードウェア、またはハードウェアと協働するソフトウェア
によって実現され得る。上記で説明した各実施形態の説明において使用される各機能ブロ
ックは、集積回路としてＬＳＩによって実現され得る。それらは個々にチップとして形成
でき、あるいは１つのチップは、機能ブロックの一部または全部を含むように形成され得
る。ここでのＬＳＩは、集積の程度の差異に応じて、ＩＣ、システムＬＳＩ、超ＬＳＩ、
または極超ＬＳＩと呼ばれることがある。ただし、集積回路を実装する技法はＬＳＩに限
定されず、専用回路または汎用プロセッサを使用することによって実現され得る。さらに
、ＬＳＩの製造後にプログラムされ得るＦＰＧＡ（Field Programmable Gate Array）、
またはＬＳＩ内に配設された回路セルの接続および設定が再構成され得る再構成可能プロ
セッサが使用され得る。さらに、各機能ブロックの計算は、例えば、ＤＳＰまたはＣＰＵ
を含む、計算手段を使用することによって実行でき、各機能の処理ステップは、実行用の
プログラムとして記録媒体上に記録され得る。さらに、半導体技術または他の派生技術の
進歩に応じてＬＳＩの代わりとなる集積回路を実装するための技術が現れるとき、機能ブ
ロックはそのような技術を使用することによって組み込まれ得ることが明らかである。
【００３１】
　本発明は、本発明の内容および範囲から逸脱することなく、本明細書で提示した説明お
よび既知の技術に基づいて当業者によって様々に変更または修正されることが意図され、
そのような変更および適用例は、保護されるべきことが主張される範囲内に入ることに留
意されたい。さらに、本発明の内容から逸脱しない範囲において、上記で説明した実施形
態の構成要素は任意に組み合わされ得る。
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